
 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティアハート 発行元 

坂井市社会福祉協議会 

ボランティア・市民活動センター 

―ボランティア活動の情報発信をしてします― 発行月 令和 6年 12月 

先輩から後輩への伝承 

三国中学校郷土芸能部部員は 1.2 年生合わせて 15

名です。火曜日から土曜日まで日々練習に励んでい

ます。基本的に上級生が下級生に技を教え、伝える活

動が伝統的に行われています。 

 

♪『荒天
こうてん

澄
とう

我
が

』 

1 番栄えた場所三国港の川沿い、 

そこに上がる太陽、澄んだ朝空に私たちの三国 

生徒たちは曲作りのために部活動で坂井市龍翔博物

館に行き、三国の歴史や文化について勉強しました。

三国港が北前船の玄関口でとても繁栄したというのが

印象に残りました。そこから引退した 3 年生と 2 年生

が中心となり、生徒だけで創作した曲です。 

この曲は演奏発表の最後に披露され、利用者さんの

大きな拍手や歓声に包み込まれました。 

 

 

 

伝統を繋いでいく 

演奏発表のみならず、伝承してきた文化を絶やさ

ずに普及していくことも活動の目的になります。こ

れまで繋いできた伝統を絶対に途切れさせないとい

う思いで活動を頑張っていきたいとのことでした。 

 

10 月某日、春江町にあるケアハウススプリングヒ

ルズ秋祭りで、三国中学校郷土芸能部が太鼓や笛の演

奏を披露しました。息ぴったりで迫力のある演奏に利

用者さんもとても喜ばれていました。 

ボランティア体験交流会開催のお知らせ 

と き 2 月 22 日（土）１３時～15 時 

ところ 三国木部コミュニティセンター 

    三国木部体育館 

楽しい企画を計画中。お楽しみに！！ 

Coming 

Soon... 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、脳トレクイズなどのレクリエーションを行うボランティアグループ「友サークル」の代表を務めな

がら、福祉共育サポーターとして小中学校の福祉体験学習の見守り活動や、毎週火曜日に春江西コミュニテ

ィセンターで開催されている地域の居場所「ほっとカフェ」などに参加しています。以前は、高齢者のお宅

を訪問し、お話を通して交流を深めるお話ボランティアも経験しました。 

会社を退職後、何か人と繋がれる機会がないかと感じたことがきっかけでボランティア活動を始めまし

た。周りの方々の笑顔が、長く活動を続けてこられた一番の原動力です。活動を通して、私も元気や癒しを

もらっています。クイズなどで参加者の方々と交流し、少しでも笑顔になっていただけるよう心がけていま

す。 

〒919-0521 坂井市坂井町下新庄 18-3-1   TEL 67-0699 / FAX 67-2807 

〒913-0021 坂井市三国町楽円 53-16-1   TEL 82-1170 / FAX 82-1593 

〒910-0242 坂井市丸岡町西里丸岡 12-21-1 TEL 68-5060 / FAX 67-2950 

〒919-0412 坂井市春江町江留中 10-15-1   TEL 51-4545 / FAX 51-6269 

坂井市社会福祉協議会ボランティア・市民活動センター 

本部・さかい支部 

み く に 支 部 

ま る お か 支 部 

は る え 支 部 

問
合
せ
先 

「坂井市坂井町婦人福祉協議会」では、地域住民の方々の生活をより豊かにするために様々な活動を行って

います。主な活動としては、結婚相談、会員のつどい、子育て支援などがあります。会員のつどいでは、今年

から坂井ケアセンターや豊楽園といった施設に新しいタオルを集めて寄付をする活動を行っています。 

――――――――――――――――――――――――――― 個人ボランティア 井上 俊明さん 

はるえ＆

さかい編

坂井市坂井町婦人福祉協議会 ――――――――――――――――――――――――――――

― 

子育て支援でもフラワーポットを５歳児の子ど

もたちに送っています。タオルやフラワーポット

を送ることで、子どもたちや施設の方々から感謝

の言葉を頂いたことが非常にうれしかったです。

「ありがとうございます」という一言を聞くとや

りがいを感じます。 

これまで多くの方々にお世話になり、そ

の恩返しとしてボランティア活動に取り

組んでいます。周りの方々への感謝の気持

ちを忘れずに、今後も活動を続けていきた

いです。 

ボランティアは受動的に活動するのではなく、自主的に活動することが大切だ

と思います。私たちはいつまでもボランティア活動ができるわけではありませ

ん。会員募集も随時行っています。活動が始まって長い年月が経ちますが、これ

からも地域住民の方々の喜ぶ顔が見られるよう会員とともに活動を続けていきた

いです。 


